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事故種類 乗揚 

発生日時 平成２２年７月１３日 ０２時４２分ごろ 

発生場所 岡山県笠岡市コゴチ島南岸付近の浅所（白石瀬戸）  

沖ノ白石灯台から真方位０３３°４００ｍ付近 

（概位 北緯３４°２５.２′ 東経１３３°３１.０′） 

事故調査の経過  平成２２年８月２６日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。  

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

引船 第十一利
とし

丸、１００.１８トン 

 １１４７９６、和佐興業株式会社 

 ２９.３０ｍ×６.２０ｍ×３.１０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、１,１７６kＷ、昭和４７年９月２０日 

 乗組員等に関する情報 航海士Ａ 男性 ６０歳 

 五級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 昭和５６年１０月２３日 

  免 状 交 付 年 月 日  平成２２年８月５日 

  免状有効期間満了日 平成２８年３月１９日 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底に凹損、プロペラ翼の先端に欠損 

 事故の経過 

 

 本船は、船長ほか３人が乗り組み、空船で、船首約２.００ｍ、船尾約

３.８０ｍの喫水をもって、広島県福山港沖を白石瀬戸に向けて航行中、

雨が強くなって視界が悪くなった。 

単独で船橋当直中の航海士Ａは、レーダーを１.５海里レンジとして、

針路約０６０°（真方位、以下同じ。）とし、対地速力約１０ノットで自

動操舵により白石瀬戸に向かった。 

 航海士Ａは、白石瀬戸を何度も航行したことがあり、視界が悪くなった

ものの、左舷側の 百 間 礁
ひゃっけんぞわい

灯標の緑光や右舷船首方の沖ノ白石灯台の白

光が見えていたので、目視による見張りだけでも船位を確認することがで

きると思い、百間礁灯標を左舷正横８００ｍ付近に見るようになったこ

ろ、手動操舵に切り替え、コゴチ島と沖ノ白石灯台との間に向く針路約０

７６°とし、沖ノ白石灯台の灯光を右舷船首方に見て航行した。 

 航海士Ａは、ふだん白石瀬戸を東進する場合には、‘ＧＰＳプロッター

に表示されていた予定針路線’（以下「本件予定針路線」という。）上を航

行し、コゴチ島の南約２００ｍのところを東進していた。 

しかし、航海士Ａは、レーダーやＧＰＳプロッターにより船位を確認し
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ていなかったので、本船が本件予定針路線の北側を航行しており、コゴチ

島南岸付近の浅所に向かっていることに気付かずに航行した。 

 本船は、平成２２年７月１３日０２時４２分ごろ、コゴチ島南岸付近の

浅所に乗り揚げた。 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 東、風力 ２、視程 約１,０００ｍ 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 下げ潮の中央期、潮流 東流 

 その他の事項  本船は、関門港を出港し、広島県三原瀬戸及び白石瀬戸を経由して阪神

港に向かっていた。 

船長は、ＧＰＳプロッターに本件予定針路線を入力しており、航海士Ａ

は、ふだん白石瀬戸を東進する場合には、同針路線上を航行し、コゴチ島

と沖ノ白石灯台との間（約４００ｍ）の中間付近を航行していた。また、

コゴチ島には、陸上灯火がなかった。 

船長は、船橋当直者に対し、視界が悪いときや操船に自信が持てないと

きには、いつでも報告するように指示していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 本船は、白石瀬戸を東進中、航海士Ａが、白石

瀬戸を何度も航行したことがあったので、目視に

よる見張りだけでも船位を確認することができ

るものと思い、レーダーやＧＰＳプロッターを活

用して船位の確認を行っていなかったことから、

コゴチ島南岸付近の浅所に向かっていることに

気付かずに航行し、同浅所に乗り揚げたものと考

えられる。  

原因  本事故は、夜間、本船が、白石瀬戸を東進中、航海士Ａが、レーダーや

ＧＰＳプロッターを活用して船位の確認を行っていなかったため、コゴチ

島南岸付近の浅所に向かっていることに気付かずに航行し、同浅所に乗り

揚げたことにより発生したものと考えられる。 

 




